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平
成
28
年
度
当
初
予
算
は
、
第
5
次

柳
津
町
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
の
策

定
を
行
い
、
次
の
3
つ
の
施
策
を
重
点

施
策
と
し
て
位
置
づ
け
、
編
成
し
て
い

ま
す
。

①
子
育
て
支
援
の
充
実

②
交
流
・
移
住
・
定
住
の
促
進

③
学
校
教
育
の
充
実

　

３
月
9
日（
水
）に
、
第
一
回
柳
津
町
議
会
定
例
会
に

お
い
て
、
平
成
28
年
度
当
初
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
平
成
28
年
度
当
初
予
算
と
主
な
事
業

の
概
要
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
及
び
11
の
特
別
会
計
の
総

額
は
55
億
6
5
4
万
円
と
な
り
、
前
年

度
に
比
べ
3
億
5
百
万
円
（
前
年
度
比

5
．
9
％
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
総
額
は
37
億
円
、
前
年

度
に
比
べ
1
億
8
千
万
円
（
前
年
度
比

5
．
1
％
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人件費
630,296（△6.3%）

物件費
729,160（21.8%）

維持補修費
231,757
（62.1%）

扶助費
139,811（△0.9%）

補助費等
465,227（△0.6%）

普通建設事業費
580,607（△7.7%）

災害復旧事業費
6,200（3.3%）

公債費
399,776
（△0.2%）

積立金
22,699（△0.5%）

貸付金
13,180（0.0%）

繰出金
456,496（12.8%）

予備費
24,791（20.6%）

議会費
59,113（△8.1%） 総務費

541,170（△11.2%）

民生費
574,398（△3.0%）

衛生費
261,539（27.9%）農林水産業費

477,036（22.7%）
商工費

197,049（26.4%）

土木費
603,519（59.9%）

消防費
147,803（△15.9%）

教育費
407,605（△22.3%）

災害復旧費
6,200（3.3%）

公債費
399,776
（△0.2%）

諸支出金
1（0.0%）

予備費
24,791(20.6%）

町税
378,973（△1.8%)

地方譲与税
53,000（△3.6%）

利子割交付金
300（△28.2%）
配当割交付金
714（317.5%）

株式等譲渡所得割
交付金 404（521.5%）

地方消費税交付金
48,849（23.7%）

自動車取得税交付金
8,060（15.1%）
地方特例交付金

500（0.0%）

地方交付税
1,830,000（0.0%）

交通安全対策特別交付金
779（10.0%）

分担金及び負担金
13,926（△23.1%）

使用料及び手数料
45,535（4.3%）

国庫支出金
270,029（44.4%）

県支出金
357,473（14.6%）

財産収入
6,720（28.0%）

寄附金
3,420（0.0%）

繰入金
116,192（89.3%）

繰越金
45,000（0.0%）

諸収入
52,626（△38.7%）

町債
467,500（△6.4%）

町
の
予
算
と

�
事
業

年度別
会計別 平成28年度 平成27年度 比　　　較 前年対比（％）

一 般 会 計 3,700,000 3,520, 000 180,000 5.1

特　
　

別　
　

会　
　

計

土 地 取 得 事 業 特 別 会 計 6,740 10,040 △  3,300 △ 32.9

国民健康保険特別会計
（事業勘定） 614,300 612,000 2,300 0.4

（施設勘定） 85,700 76,500 9,200 12.0

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 51,800 50,700 1,100 2.2

介 護 保 険 特 別 会 計 490,000 549,000 △ 59,000 △ 10.7

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 377,300 197,400 179,900 91.1

町 営 ス キ ー 場 事 業 特 別 会 計 5,000 3,800 1,200 31.6

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 87,700 88,400 △    700 △  0.8

下 水 道 事 業 特 別 会 計 80,000 86,400 △  6,400 △  7.4

簡 易 排 水 事 業 特 別 会 計 3,000 2,300 700 30.4

林 業 集 落 排 水 事 業 会 計 5,000 5,000 0 0.0

特 別 会 計 合 計 1,806,540 1,681, 540 125,000 7.4

合 計 5,506,540 5,201, 540 305,000 5.9

平成28年度　会計別予算額
（単位：千円）

歳入
一般会計 37億円　前年度比 5.1 ％

歳入用語の説明
町税…………………町民の皆さんや町内企業が

町に納める税金
地方譲与税…………国税として徴収した自動車

重量税や地方揮発油税の一
部から町へ配分されるお金

地方交付税…………国から財源不足の地方に交
付されるお金

使用料及び手数料…各種施設の使用料や住民票
の交付手数料など

国庫・県支出金……特定の目的のために、国・
県から交付されるお金

繰入金………………主に積立金（基金）を取崩
し一般会計に繰入れるお金

繰越金………………前年度から繰り越したお金
町債…………………特定の目的のために、町が国

や銀行から借り入れるお金

単位：千円（前年度比）

歳出（性質別）用語の説明
人件費……………職員の給料や議員報酬のお金
物件費……………消耗品、光熱水費、電話料金、

施設の管理委託料などの消費的
なお金

維持補修費………施設や道路を維持するため修繕
に要するお金

扶助費……………児童手当や高齢者、障害者の方
を援助するためのお金

補助費等…………消防署、ごみ処理施設の負担金
や町の個人や各種団体に交付す
る補助金など

普通建設事業費…施設や道路の建設に使われるお
金

積立金……………基金（貯金）へ積み立てるお金
繰出金……………国民健康保険や上下水道などの

特別会計の事業経費を負担する
ため支出するお金

歳出（目的別）用語の説明
議会費…………議員の報酬や議会の運営に使われ

るお金
総務費…………町政全般の管理等に使われるお金
民生費…………高齢者・障害者・児童などの福祉

に使われるお金
衛生費…………住民健診や予防接種、ごみ処理な

どに使われるお金
農林水産業費…農林水産業の振興、農道・林道な

どの整備に使われるお金
商工費…………観光・商工業の振興に使われるお金
土木費…………町道、町営住宅などの整備や管理

に使われるお金
消防費…………消防、水防、災害対策に使われる

お金
教育費…………小学校・中学校などの教育、文

化・スポーツの振興などに使われ
るお金

災害復旧費……災害被害の復旧に使われるお金
公債費…………町債（町の借金）の返済にあてる

お金

歳出

単位：千円（前年度比）

（目的別）

歳出（性質別）

単位：千円（前年度比）

平
成
28
年
度
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☆未来に希望の持てる活力あるまちづくり☆
【農林業の振興】
○ため池等整備事業（県営事業負担金）� 840万円
　県営事業負担金
○放射性物質モニタリング調査事業� 537万円
　学校・保育所給食、町産の農作物等について、放射
性物質含有のモニタリングを実施する。
○生産調整推進事業� 900万円
　米の生産数量目標に従って生産を行った販売農家等
への補助を行う。
○乾田・畑化対策事業� 300万円
　暗渠排水・客土事業への補助を行う。
○町単独農用地等整備事業� 700万円
　地区等が行う農用地等整備への補助を行う。
○新規就農確保事業� 819万円
　新規就農者へ給付金を交付する。
○農産物ＰＲ支援事業（風評被害対策）� 305万円
　農産物の販売・ＰＲを行う。
○中山間地域等直接支払交付金事業� 3,964万円
　24集落団地の農地保全のための助成を行う。
○多面的機能支払交付金事業� 1,952万円
　23地区の農地・水・環境保全のための助成を行う。
○森林環境交付金（基本枠）事業� 392万円
　小中学校における森林環境学習、間伐等による景観
整備を行う。
○森林病害虫防除事業� 251万円
　森林病害虫の調査・駆除を行う。
○ふくしま森林再生事業� 1億4,111万円
　森林整備、計画策定、枝葉処理を行う。
○鳥獣被害防止対策事業� 126万円
　有害鳥獣による被害を防止するため対策を講じる。

【観光の振興】
○うつくしまみずウォーク補助事業� 200万円
　うつくしま・みずウォーク柳津大会を実施する。
○会津やないづ冬まつり補助事業� 200万円
　第37回会津やないづ冬まつりを実施する。

○観光協会特別補助事業� 613万円
　誘客事業やイベント等の実施、観光サービスの充実
を図る。
○赤べこ振興事業� 63万円
　赤べこ発祥の町をＰＲするとともに、観光客に対し
赤べこを象徴したおもてなしを等を展開し、赤べこブ
ランドの町づくりをする。
○まちなかにぎわい活性化事業� 145万円
　歩行者天国等のイベント開催やまちなかを周遊する
スタンプラリーを実施する。
○風評被害対策事業� 374万円
　首都圏等からのモニターツアーを実施する。

【商工業の振興】
○中小企業融資資金利子補給事業� 273万円
　中小企業振興基金信用保証補助、中小企業融資利子
補助事業
○商工会特別補助事業� 200万円
　まちなか商店街活性化のため、イルミネーションや
そばまつり等を実施する。
○やないづ福満商品券発行事業� 1,000万円
　町内の消費拡大を支援する。

【雇用対策の推進】
○緊急雇用創出事業� 751万円
　生活道路等の安全を確保する。
○緊急雇用（原子力）やないづ地場産業育成促進事業� 567万円
　地場産農産物加工品開発販売等による雇用機会を創
出する。
○緊急雇用（原子力）観光産業風評被害対策事業� 299万円
　物産販売等の強化することで観光地の活性化を図る。
○介護職員養成支援事業� 75万円
　介護職員初任者研修課程資格取得費を助成する。
○企業誘致促進事業� 17万円
　授業誘致に向けた適地調査等を実施する。

☆豊かな自然と共生する美しいまちづくり☆
【循環型社会の構築と廃棄物の適正処理の推進】
○再資源化対策事業� 651万円
　循環型社会をめざし資源ごみの再資源化を推進する。
○一般廃棄物処理負担金事業� 2,171万円
　広域環境センターにおける廃棄物処理負担金
○不法投棄防止対策事業� 3万円
　意識啓発及びパトロールを実施する。

【自然環境の保全】
○新エネルギー導入助成事業� 133万円
　住宅用の新エネルギー（太陽光・太陽熱及びペレッ
ト・薪ストーブ）設置費の一部を補助する。
○県道除草事業・河川浄化事業� 49万円
　県道及び只見川の除草を行う。
○放射能調査事業� 247万円
　環境放射線モニタリング調査を継続実施する。

○公共用水域水質検査事業� 38万円
　水質汚濁防止法第16条第 1項に基づき水質汚濁状況
を監視する。

【下水道利用の推進】
○住環境整備助成事業� 50万円
　下水道への加入促進のために、住宅改修をして加入
した者への補助を行う。
○合併処理浄化槽設置事業� 266万円
　合併処理浄化槽設置への助成を行う。

【美しい景観のまちづくりの推進】
○景観維持管理事業� 120万円
　町内の桜の維持管理を行う。

☆誰もが安全で安心して生活できるまちづくり☆
【子育て支援の充実】
○子ども医療費助成事業� 1,017万円
　乳幼児から18歳までの医療費の自己負担分を助成する。
○ひとり親家庭医療助成事業� 57万円
　ひとり親家庭へ医療費を助成する。
○子育て応援祝い金事業� 425万円
　出産時、小中学校入学時に祝金を支給する。
○児童手当事業� 4,897万円
　児童手当を支給する（ ₀歳～中学校修了前まで）。

○子ども・子育て支援事業� 98万円
　子ども・子育て会議、ブックスタート（乳幼児健診
時絵本配布）、チャイルドシート購入の助成を行う。
○保育料軽減事業� 1,580万円
　子育て支援として保育料を軽減する。
○放課後児童保育支援事業� 426万円
　昼間、保護者のいない家庭の小学校低学年（ 1年生
～ 3年生）の児童に適切なあそびを通して、健全な育
成と児童福祉の増進を図る。
○保育所給食検査事業� 25万円
　給食食材の放射能検査を実施し、安全安心な食を提
供する。
○学校給食軽減事業� 588万円
　子育て支援の充実を図るため給食費を軽減する。
○食育推進事業� 15万円
　自ら食について考える習慣や知識を身につけられるよ
う、専門講師による講演や栄養士による食育指導を行う。
○妊婦一般健診事業� 338万円
　安心して妊娠出産が出来るよう、妊婦の健康管理の
充実及び経済的負担の軽減を図るため妊婦検診に必要
な経費を給付する。
○子ども子育て基金事業� 2,000万円
　子ども・子育てに関する補助事業を継続していくた
めの基金を積み立てる。

【健康づくりの推進】
○総合検診事業� 1,272万円
　疾病の予防・早期発見のために集団検診を実施する。
○健康教室事業� 75万円
　病態別健康講演会、軽運動教室等の保健指導を、医
師・栄養士・健康運動指導士・保健師等により実施する。
○予防接種事業� 1,198万円
　ワクチン接種により重症化予防を図る。
○（国保事業会計）特定健康診査等事業� 1,377万円
　特定健診・特定保健指導、日帰り人間ドックを実施
し、疾病の早期発見につなげる。
○（国保事業会計）レセプト点検強化事業� 296万円
　レセプト（診療報酬明細書）点検の充実強化を図る。
疾病の重症化予防対策を通して医療費適正化を目指す。

【高齢者や障がい者の住み慣れた地域や家庭での自立促進】
○高齢者生活支援事業� 577万円
　高齢者への生活支援事業を実施する。
○敬老事業� 691万円
　敬老会の開催、敬老祝い金を支給する。
○障害者地域生活支援事業� 1,055万円
　障害者への生活支援事業を実施する。
○（介護保険会計）地域支援事業（介護予防事業）� 1,313万円
　高齢者への介護予防事業を実施する。
○（介護保険会計）地域支援事業（包括的支援事業）� 1,253万円
　包括予防マネージメント、総合相談、虐待防止事業
を実施する。

【医療体制の充実】
○（国保施設会計）地域医療確保対策事業� 1,683万円
　国保診療所診療業務委託、県へき地医療代診医派遣
負担金
○（国保施設会計）施設整備事業� 1,500万円
　Ｘ線透視装置修繕、柳津診療所屋根修繕

【交通安全の推進】
○交通安全対策事業� 218万円
　交通安全専門委員の配置や啓発看板を設置する。

【防犯対策の推進】
○防犯灯整備補助事業� 600万円
　地区防犯灯整備費補助事業を実施する（マイマイガ
対策）。

【火災・災害対策の推進】
○防火水槽整備事業� 284万円
　耐震性貯水槽を整備する。
○小型動力ポンプ整備事業� 421万円
　小型動力ポンプを更新する。
○広域消防事業� 1億818万円
　会津若松地方広域市町村圏整備組合広域消防負担金
○急傾斜地崩壊防止対策事業（県営事業負担金）�250万円
　鳥屋居平地区の用地測量、設計、地質調査、補償
　

【安全安心な水の供給】
○（簡易水道会計）簡易水道統合整備事業� 2億4,528万円
　柳津地区における電気計装設備工事を行う。
○簡易水道未普及地区水道施設改修費補助事業� 150万円
　簡易水道等未普及地区において、老朽化した施設の
改修に係る費用の一部を補助する。

平成２8年度の主な事業
※ここに掲載した事業は、平成２8年度に予定している重点事業又は主な事業です。
　すべての事業（内容・金額）が列挙されいるわけではありません。また、掲載された事業でも今後、大幅
に変更される場合があります。
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☆町民との協働でつくる個性のあるまちづくり☆
【地域コミュニティの維持】
○コミュニティ補助事業� 550万円
　 3地区で計画する地域コミュニティ事業に対し、事
業費の一部を補助する（自治総合センターからの助成）。
○地区集会所建設事業� 737万円
　地区集会所改修に対する助成を行う。

【財政健全化の推進】
○町税等収納対策事業� 485万円
　町税等（使用料等を含む）の滞納整理を強化し、収
納率の向上を図る。

【効果的・効率的な行政運営の確立】
○職員研修事業� 36万円
　自治研修センター等において各種研修を受講し、職員
の能力向上を図り、効果的・効率的な行政運営に努める。

☆連携と交流によるにぎわいのあるまちづくり☆
【道路ネットワークの充実】
○町道五畳敷大成沢線改良事事業� 5,900万円
　五畳敷大成沢線の道路改良を行う。
○町道八坂野大野線改良事業� 6,730万円
　八坂野大野線の道路改良を行う。
○町道下ノ湯五畳敷線改良事事業� 3,300万円
　道下ノ湯五畳敷線の道路改良を行う。
○鳥屋居平線改良事業� 2,230万円
　町道鳥屋居平線の道路改良を行う。
○除雪機械整備事業� 3,024万円
　ロータリ除雪車を更新する。
○山のみち地域づくり交付金事業� 384万円
　新鶴柳津線の改良を行う。
○林道藤塩峯線開設事業� 2,180万円
　林道藤塩峯線開設工事を行う。

【公共交通ネットワークの充実】
○柳津町民バス運行事業� 2,873万円
　町内 9路線のバスを運行する。
○生活交通路線運行事業� 373万円
　生活交通路線の運行を支援する。

○只見線復旧復興基金事業� 1,250万円
　県ＪＲ只見線復興推進会議負担金

【情報通信ネットワークの充実・活用】
○光ファイバー加入促進事業� 10万円
　光ファイバー利用率向上及び情報ネットワーク利用
率向上のため、情報通信機器の体験会を開催する。

【交流・移住・定住の促進】
○後継者緊急対策事業� 250万円
　結婚祝金の支給や婚活イベントを開催する。
○公営住宅改修事業� 5,155万円
　定住推進住宅建設の用地買収・登記、立木補償、物
件補償、敷地造成測量設計、地質調査、住宅基本設計
を行う。
○空き家対策事業� 555万円
　台帳整備、危険空き家解体除却事業、空き家改修等
支援事業を行う。
○定住促進対策新築住宅補助事業� 600万円
　町内に住宅を新築し、当該住宅に10年以上居住する
者に対し、住宅の新築に係る費用の一部を補助する。

平成２8年度の主な事業

問　総務課企画財政班　℡ 42－２１１2

☆一人ひとりの個性が輝くまちづくり☆
○舞台鑑賞事業� 32万円
　町内小学生から一般町民が参加できる芸術鑑賞を行う。
○海外派遣事業� 1,077万円
　国際化に対応できる青少年の育成を目的とし、町内の中
学 2・3年生を対象にホームステイなどの体験学習を行う。

【生涯学習の推進】
○生涯学習推進事業� 94万円
　各種学級、講座、研修会を開催する。

【生涯スポーツとレクリェーションの推進】
○運動公園施設修繕・改修工事� 449万円
　運動公園各施設の修繕・改修を行う。

【地域の伝統文化と文化財の保存・継承】
○文化財保存事業� 516万円
　うぐい生息地案内看板設置、久保田三十三観音手す
り整備、銀山煙突の調査、奥之院弁天堂雪下ろし、町
指定文化財管理補助を行う。
○斎藤清作品集の作成� 410万円
　平成27年度より 3カ年で毎年 1巻ずつ製作・販売する。
○美術館改修事業� 361万円
　暗渠排水工と土壌の入替、貼り芝工による園庭環境
の整備を行う。
○斎藤清カレンダー製作販売� 506万円
　壁掛・卓上・名作カレンダーを製作・販売する。

【学校教育の充実】
○学校教育学力向上対策事業� 1,444万円
　小学校に複式学級支援教員、特別支援教員等を配置
し、きめ細かな教育を行う。
○学校図書室環境整備事業� 281万円
　柳津小学校図書室の環境整備を行う。
○小中学校読書活動推進事業� 764万円
　司書 2名を配置し子どもたちへ読書の習慣を身につ
けさせる。
○学校支援事業� 94万円
　地域の人材や団体を活用し、地域全体で学校教育を
支援する体制整備を行う。
○学校給食センター建設事業� 1,508万円
　老朽化している給食センター建て替えの基本計画・
実施計画の策定を行う。
○西山中学校プール改修事業� 4,583万円
　給排水管の漏水修理を行う。
○ＩＣＴ整備事業� 637万円
　小・中学校へＩＣＴ機器の整備を行う。

【青少年の健全育成】
○放課後子ども教室事業� 161万円
　小学生放課後子ども教室を開催する。

　柳津町では、「ふるさと納税」をされた方に、地元の特産品を贈呈する事業を行う予定です。そこで、
柳津町の魅力を体感でき、本町のＰＲにつながる「特典品」を提供していただける事業所、個人事業
主を募集します。

「地元の特産品」を提供いただける
企業等を募集します！！

特典協力者・特典品の要件
○町内に本店、支店、営業所のいずれかを有する事業所または個人事業主。
○町内で、栽培、製造、加工、販売、サービス等がなされている商品で、柳津町の魅力を体感で

き、   本町のＰＲにつながるものであること。
○特典品の種類は 5 種類（2,000円相当、4,000円相当、8,000円相当、12,000円相当、20,000円

相当）。※税、梱包送料込。
○町がそれぞれ商品代を負担します。

特典協力者のメリット
○町のホームページに特典品の画像、商品名、企業名などを掲載します。また、特典協力者のホー

ムページがある場合、希望により特典品の紹介ページからリンクを貼ります。
○特典品の発送時に特典協力者のパンフレット等を同封することで、他商品のＰＲが可能です。

申込み方法
　申込書に必要事項を記入のうえ、特典品の写真を添付して総務課企画財政班まで提出してくだ
さい。
　第 1 次締切　 4 月28日（木）　※随時募集します。

申込み・問合せ先
〒969-7201　柳津町大字柳津字下平乙2３4
柳津町役場　総務課企画財政班　℡ 0241－42－2112　　℻ 0241－42－3470

事業の流れ

①寄付・特典品選択 ③特典品発送、問合せ対応

柳津町

寄附者

特典協力者

②発注（住所・氏名等連絡）

④発送完了報告・請求

⑤代金支払い
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平成28年度
柳津町の助成金及び補助金交付金等一覧表
　柳津町には、いろいろな助成金や補助金の制度があり、その主なものを紹介いたします。
　詳しい内容については、それぞれの問い合わせ先まで御連絡ください。

№ 項　目 趣　　　　　　　旨 内　　　容　　　等 問い合わせ先

1

防犯灯設置事
業費補助金

　犯罪の未然防止及び住みよい生
活環境づくりのため、各行政区が
行う防犯灯設置費用の一部を補助
金として交付します。

　防犯灯の新設・更新・修繕費用の70％以内（千円
未満切捨て）で補助金を交付します。なお、維持費
については、各行政区負担となります。

総務課
総務班

℡42−2112

2

住宅用新エネ
ルギーシステ
ム設置費補助
金

　地球温暖化の防止及び環境保全
意識の高揚を図るため、住宅に新
エネルギー設備を設置する者に対
し、補助金を交付します。

　新エネルギー設備（太陽光発電、太陽熱利用、ペ
レットストーブ及び薪ストーブ）設置費の一部を助
成します（必ず事前に御相談ください）。

【太陽光発電システム（ 6 万円/ 1 kw・上限 4 kw）、
太陽熱利用システム（事業費の1/10以内・上限 8 万
円）及びペレットストーブ（1/5以内・上限 5 万円）】

総務課
企画財政班
℡42−2112

3
定住促進対策
新築住宅補助
金

　定住を促進し、人口減少の抑制
を図るため住宅の新築に要する費
用に対し、補助金を交付する。

　町内に住宅を新築し、当該住宅に10年以上居住す
る者に対し、住宅の新築に係る費用の1/10以内（上
限200万円）で補助金を交付します。

総務課
企画財政班
℡42−2112

4

柳津町居住用
家屋新築及び
増改築に係わ
る利子助成金

　町内の居住用家屋の新築又は増
改築を促進し、町内建築業の活性
化を図るため、建築資金として
百万円以上の経費を要して、金融
機関より資金を借り受けて行う場
合その利子の助成を行います。

１：新築に係わる交付対象資金1,000万円以内（交付
対象期間 5 年）
２：増改築に係わる交付対象資金200万円以内（交付
対象期間 5 年）
※助成金は町内建築業者（町商工会加入）施工・町
外建築業者施工、及び町産材の使用により異なります。

地域振興課
観光商工班
℡42−2114

5

柳津町中小企
業融資利子補
給金等補助金

　中小商工業の振興を図るため、
柳津町商工会に加入している中小
商工業者に対し、事業資金、経営
改善資金を借り入れた場合、償還
利子について助成を行います。

１：福島県商工事業協同組合より資金の融資を受け
た場合。償還利子額の2 / ３以内
２：町指定金融機関より振興資金の融資を受けた場
合。償還利子額の2.0％以内
３：日本政策金融公庫より経営改善の融資を受けた
場合償還利子額の1.7％以内
４：福島県信用保証協会から町中小企業振興資金の
融資を受けた借入金に対し協会に支払う信用保証料
の全額

地域振興課
観光商工班
℡42−2114

6

農業経営基盤
強化資金利子
補給事業補助
金

　柳津町農業の中核的担い手とな
る経営感覚に優れた農業経営体を
育成するため、経営規模の拡大及
び経営の効率化を図ろうとする認
定農業者に対し、農業経営基盤強
化資金の利子を助成します。

　スーパーＬ資金　資金の使途：農地等の取得・改
良、施設・機械の取得、長期運転資金等
　人・農地プランの中心となる経営体として位置づ
けられた認定農業者は貸付当初 5 年間実質無利子化
　借入金利：償還期限に応じて0.25 ～ 0.4％
　償還期限：25年以内
　借入限度額： ３ 億円（個人）

農業委員会
℡42−2116

7

結婚祝金 　人口の増加と活力ある町の担い
手を育成して、住民の福祉の向上及
び町の活性化に寄与することを目
的として結婚祝い金を支給します。

　夫又は妻になる者が婚姻届出日において、引き続
き一年以上当町に住所を有し、婚姻届後に夫と妻の
双方が当町に住所を有する夫婦 1 組当たり 5 万円（商
品券）の祝い金を支給します。

町民課
住民福祉班
℡42−2118

8

頑張れ子育て
応援金

　次代を担う子どもの誕生を祝う
とともに、健やかな成長を願い、
子育てする家庭の経済的負担を軽
減目的で子育て応援金を支給する。

１：新生児の父又は母が新生児出生日において、引
き続き一年以上当町に住所を有し、新生児の住所を
当町に有すること。
・住民が新生児を出産したとき　 7 万円（商品券）
２：小学校及び中学校に入学する年度の 4 月 2 日現
在において、入学対象となる子又は父母又は養父母
のどちらかが引き続き 1 年以上当町に住所を有して
いること。
・住民が小学校に入学したとき　 ３ 万円（商品券）
・住民が中学校に入学したとき　 5 万円（商品券）

町民課
住民福祉班
℡42−2118

9

ひとり親家庭
医療費

　ひとり親家庭及び父母のない児
童に対し、医療費の一部を助成し
ます。

　対象者：柳津町に住所を有するひとり親家庭の父
または母及びその18歳未満の児童。並びに18歳未満
の父母のない児童。助成額：対象者に係る医療費の
一部負担金が1,000円を超えるとき、その超える額に
相当する額を助成します。

町民課
住民福祉班
℡42−2118

№ 項　目 趣　　　　　　　旨 内　　　容　　　等 問い合わせ先

10

子どもの医療
費助成

　子ども（18歳以下）の医療費の
自己負担分を助成します。

　子ども（18歳以下）の医療費（保険適用分に限る）
の自己負担分を助成します。
　加入されている保険によって手続きが異なります。
１：国保加入者

　保険証によって県内の医療機関で現物給付（窓
口負担なし）となります（県外受診分及び入院の
食事代については、窓口負担となり、後日申請手
続きが必要です。）。

２：社会保険加入者
　受給者証により、全国の医療機関で現物給付（窓
口負担なし）となります。

３：国保組合加入者
　受給者証により、会津若松市、河沼郡及び大沼
郡管内の医療機関で現物給付（窓口負担なし）と
なります（※自己負担額21,000円まで）（前記以外
の受診分は後日申請することで返還されます。）。

※１及び２に限り、柔道整復（整体等）については、
窓口負担となり、後日申請手続きが必要です。

町民課
住民福祉班
℡42−2118

11

チャイ ルド
シート等購入
費助成

子育て家庭の経済的負担の軽減を
図るため、チャイルドシート等購
入費の一部を助成します。

　就学前の乳幼児と同居し、町に 1 年以上住所のある
父母又は保護者を対象とします（購入前に申請が必要）。
・チャイルドシート
　購入価格の1/ 2（購入価格上限 6 万円）
・ジュニアシート
　購入価格の1/ 2（購入価格上限 1 万円）

町民課
住民福祉班
℡42−2118

12

重度心身障害
者医療費給付

　重度心身障害者に対し医療費の
一部を給付します。

　対象者：身障手帳 1 級または 2 級の者、療育手帳Ａ
の者、身障手帳 ３ 級の者（心臓、腎臓、呼吸器、ぼ
うこう若しくは直腸、小腸、または免疫の機能障害を
有する者に限る）、精神障害者保健福祉手帳 1 級の者
　助成額：対象者に係る医療費の一部負担金の額

町民課
住民福祉班
℡42−2118

13

高齢者にやさ
しい住まいづ
くり助成金

　高齢者が自宅における転倒等に
より要介護（要支援）状態となら
ないように住宅改修を実施する者
へ改修資金を助成します。

　町内在住の60歳以上の高齢者（但し、世帯に要介
護認定を受けている方がいないこと）※過去にこの
助成金を利用したことがある方は対象となりません。
※所得制限があります。
　対象となる改修：①和式便器から洋式便器への取
替え、②手すりの取り付け、③段差の解消、④床の
すべり防止等のための床材変更、⑤引き戸等への扉
の取替え、等助成額：改修が必要と認められた部分
の改修費用の 9 割（限度額18万円）事業期間：原則、
県の補助対象期間
　注意事項：必ず改修前に申請し、事業認定を受け
てから改修を始めてください。すでに着工した場合
は、助成できません。

町民課
住民福祉班
℡42−2118

14
介護職員初任者
研修課程資格取
得費助成補助金

　介護サービス事業所等への就労
支援を目的に、介護職員初任者研
修の受講費用の一部を助成します。

　介護職員初任者研修を受講し、当該資格を取得す
る方の受講料及び教材費を15万円を限度とし助成し
ます。受講前に申請が必要となります。

町民課
住民福祉班
℡42−2118

15

妊婦一般健康
診査事業

　妊婦が、健康診査の費用の心配
をせずに、必要な回数を必要な時
期に受けられることで、妊産婦の
健康の保持増進、異常の早期発見
及び早期治療を図ることができる
よう健診費用を助成します。

　妊娠届け時に交付される妊婦一般健康診査受診票
を医療機関に提出することで、産前14回、産後 1 回
の妊産婦健診が無料で受けられます。受診票が使用
できるのは、福島県内の医療機関です。里帰り等で
県外の医療機関で受診する場合は、助成方法が異な
りますので御相談ください。

町民課
保健衛生班
℡42−2118

16

住環境整備助
成事業補助金

　住環境整備を促進するため、町
が推進している「特定環境保全公
共下水道事業」及び「農業集落排水
事業等｣により下水道を整備する者
に対して、接続・住宅改修等のため
に要する資金の一部を助成します。

　下水道整備に伴う配管工事等・下水道整備に伴う
住宅改修工事代金が助成の対象です。
　助成額は整備に要した対象経費の ３ 分の 2 以内と
し、10万円を限度とします。
　

町民課
保健衛生班
℡42−2118

17
住まいづくり
支援事業補助
金

　環境に配慮した省エネ等改修の
普及や良好な住環境の整備を図る
ため、改修工事費の一部を助成し
ます。

1： 5 万円以上の省エネ等改修工事費の1/2 （補助上
限額15万円、 1 千円未満切捨て）
2：蔵・車庫・物置等の改修工事は対象外

建設課
建設班

℡42−2117

18
合併処理浄化
槽設置事業補
助金

　生活排水による公共水域の水質
汚濁を防止するため、専用住宅に
合併処理浄化槽を設置しようとす
る方に補助金を交付します。

　補助金の額は、合併処理浄化槽の設置に要する費
用 を 5 人 槽３82千 円 6 ～ 7 人 槽5３2千 円 8 ～10人 槽
7３2千円の額を限度として補助金を交付します。

建設課
上下水道班
℡42−2117
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年金生活者等支援臨時福祉給付金
（高齢者向け）の申請について

水稲の放射性物質吸収抑制対策の終了について

生産数量目標の
徹底について

平成28年産米
全量全袋検査について

　「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引上げの恩恵が及びにくい非課税の高齢者を対象に「年金
生活者等支援臨時福祉給付金」が支給されます。

◇支給対象者
　次のどちらの要件も満たす方が対象となります。
　（１）平成27年度の臨時福祉給付金の支給対象者
　（２）平成29年 3 月31日までに65歳以上になる方（昭和27年 4 月 1 日以前に生まれた方）
　※原則、平成27年１月 1 日において住民票がある市区町村から支給されます。

◇支給額
　対象者 1 人につき30,000円

◇申請方法
　・申 請 先　役場町民課または西山支所へ提出いただくか、同封の返信用封筒で郵送してください。
　・申請期間　平成28年 4 月 1 日（金）～ 7 月 1 日（金）
　・提出書類　申請書、本人確認書類（運転免許証、保険証の写し）、通帳の写し

支給対象予定者には、 4 月上旬に申請書を発送いたします。

＜支給に関しての注意点＞
※記載間違い等により振込が完了せず、かつ指定された日（対象者に後日通知）までに連絡・確認

がとれない場合には、当該申請が取り下げられたものとみなします。
※給付金の支給を装った「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください。

問　町民課住民福祉班　℡ 42－2118

　東京電力福島第一原子力発電所事故以降、水稲の放射性物質吸収抑制対策としてケイ酸カリまたは
塩化カリの上乗せ施肥を実施し、安全な米の生産に努めてまいりました。
　その結果、平成26年産米と27年産米の全量全袋検査において、全ての米袋が、測定下限値（25ベク
レル/㎏）未満となり、平成27年度に塩化カリを上乗せ施用しなかった実証試験ほ場の玄米について
も測定下限値未満の結果となりました。
　このことから、平成24年度から実施してきました水稲の放射性物質吸収抑制対策を平成27年度で終
了することになりました。
　平成28年度は本対策を実施しませんので、下表を参考に適切な施肥管理を行ってください。
　なお、今後の米全量全袋検査で測定下限値を超える米袋が出た場合は、本対策を再開することがあります。

【注意】
　①作付を再開する水田②稲わらを水田外へ持ち出し、堆肥を施用していない水田③砂質土壌など保
肥力の弱い水田等については、土壌分析を実施したうえで塩化カリを施用するなど、交換性カリ含量
を高めるようにしてください。
　土壌分析についてはＪＡで対応しておりますので、下記までお問い合わせください。

肥　　料　　名 カリ成分（％） 施 用 量（㎏） カリ成分量（㎏）
会津エコ米専用　基肥一発15 8 40 3.2

ケイカリン 12 40 4.8
計 8.0

水稲の通常施肥によるカリ成分量（基肥の目安）
水稲栽培に必要なカリ成分は、通常どおり基肥で施用してください。
通常施肥のカリ成分量の目安は、8㎏/10aです。

表　カリの施用例（会津坂下農業普及所監修）… （10ａ当たり）

　平成28年産主食用米に係る生産数量目標の第
一次配分を通知したところでありますが、米価
の安定を図るうえで生産数量目標を順守いただ
くことが重要です。
　例年、苗余りにより新たに移植するほ場が発
生しておりますので、極力控えていただくよう
お願いします。
※提出いただいた営農計画書につきまして、変

更等が生じる場合は下記までご連絡願います。

　平成27年産米全量全袋検査については、
56,075袋（ 3 月15日現在）の検査が終了し、全
ての米袋が測定下限値（25ベクレル／㎏）未満で
あり、安全な米が消費者の元に届いております。
　平成28年産米につきましても、生産された全
ての米が検査の対象になりますので、引続きご
協力をお願いします。
　なお、検査を全て終了されましたら、残りの
バーコードラベルを返却もしくは廃棄願います。
※未検査の玄米（30㎏/袋）がありましたら、

必ず検査を受けてください。

問　地域振興課農林振興班　　　　　　　　℡ 42－2116
ＪＡ会津よつば柳津営農経済センター　℡ 42－2616
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東日本大震災から５年
復興を願う棚田のともし火

　３月８日（火）、小巻地区において東日本大震災の早期復興を願い、「復興祈念棚田のともし火」が
行われ、約500本のろうそくに想いを込めた。

絆
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　伝統工芸「またたび細工」教室が２月１６日（火）
から１９日（金）までの４日間、やないづふれあ
い館において行われ、１７名が受講しました。
　講師には小島倉一さん（四ツ谷）、小島武比古さん
（四ツ谷）、金子則夫さん（砂子原）、鈴木孝子さん
（新村）が務められ、受講者は講師の丁寧な指導を
受けながらすばらしい作品を作り上げていました。
　今後もこのすばらしい伝統技術を大切に継承し
ていきます。

　３月２日（水）春の春季火災予防運動の一環として、火災
予防のための街頭広報がかねか柳津店店頭で行われました。
　この日は会津坂下消防署柳津出張所署員や町消防団員、
町婦人消防隊員が火災予防ＰＲのチラシを来店者に配布し
ました。
　これから火災が発生しやすい季節を迎えますので火災予
防意識をより一層高め、尊い人命や財産を火災から守りま
しょう。

　２月２８日（日）やないづふれあい館におい
て、冬期間のスポーツの普及を目指しカローリ
ング教室が開催されました。
　スポーツメーカーより２名の特別講師を迎え、
２４名の受講者が器具の使用方法やルールの説
明を受け、その後実践練習やミニゲームを行い
ました。
　ミニゲームでは、チームの作戦通りに得点を奪
えると歓声が上がり、とても盛り上がりました。

　柳津・西山両保育所で３月３日（水）、桃の節句にちなんで「ひなまつり会」が行われました。
　“女の子も男の子も病気やけがをせず健やかに育つことを願う” というひなまつりの由来について
保育士の先生から話を聞いた後、「うれしい　ひなまつり」の歌を元気に歌いました。歌い終わると、
おだいりさまとおひなさまが登場。子どもたちは「何か聞いてみたいことは？」と言われると、み
んなが一斉に手をあげ、「好きな食べ物は？」や「昔はどんな乗り物があったの？」など気になるこ
とをどんどん聞いていました。
　その後、みんなでひなまつりのゲームを行うなど、楽しい1日を過ごしました。

　２月２９日（月）つきみが丘町民センター
において、ノブ横地さんによるFacebookビ
ジネス活用セミナーが開催されました。
　ノブ横地さんはソーシャルメディアマーケ
ティング協会の設立運営や、ソーシャルメデ
ィアのプロフェッショナルとして全国各地で
セミナーや講座を開催している方です。
　セミナーには８０名が参加し、SNSで情
報発信する際に心がけること・大切なことな
どを学びました。

またたび細工教室�

火災予防に努めましょう�

カローリング教室�
保育所ひなまつり�

Facebookビジネス活用セミナー
� in会津柳津

頑張る人にズームイン
みなさんの「ホット」するような情報を
お知らせください。取材にお伺いします！
◎総務課企画財政班☎42‒2112

赤べこ新聞社
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問　町民課保健衛生班　℡ 42－２１１８

昨年に引き続き、後期高齢者支援金の
減算対象保険者に決定しました。

　特定健診受診率や特定保健指導の実施率を、毎年国へ報告し、国が定める目標値の達成状況に応じ
て、保険者が負担する『後期高齢者医療制度への支援金が加算・減算』されることになっています。
　柳津町は国の目標を見事達成し、『後期高齢者支援金の減算対象保険者』に決定しました。（福島県
では柳津町を含め 5 市町村です）

柳津町の国保の多くの方々が
特定健診や特定保健指導を受
診していただいた結果です。
ありがとうございました。

　 1 月３1日現在で、集団・施設
健診、人間ドックで特定健診を
55３名の方が受診していただき、
受診率65.1％となっています。
　地区別で見ると、受診率が6
5％を超えている地区は2３地区
でした。H28年度はより多くの
地区で受診率65％を達成できる
よう、ぜひ受診してください。
　また、年代別にみると、40代
50代の若い世代で受診率が低い
傾向にあるため、自分の健康を
守って行くためにぜひ受診して
ください。
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平成27年度　特定健診の地区別受診率（柳津地区）　　（Ｈ28.1.31現在）
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　特定健診受診率は、H25年度66.95
％、H26年度　68.1％でした。平成27
年度は 1 月３1日現在で、65.1％とやや
減少しています。
　今後も引き続き『後期高齢者支援金
の減算対象保険者』になれるよう、皆
さまのご協力をお願いいたします。

平成27年度　年齢階級別　男女別　特定健診受診率
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受診率（全体） 38.9 40.4 46.0 54.2 67.5 70.8 74.7 

受診率（男性） 41.7 34.5 42.3 50.9 66.2 66.4 75.0 

受診率（女性） 33.3 50.0 50.0 60.0 68.7 76.1 74.3 

70～74歳40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳

　総合検診は、H28年 5 月23日（月）～ 5月31日（火）（ 5月28日（土）を除く）と
10月16日（日）に実施します。
『自分の健康を守るため、１年に1度は健診を受けましょう。』

Ｈ２８年度の各種検診の希望調査を行っています。
　各地区の保健協力委員さんより配付された『健康管理世帯調査』により、平成28年度の各種検
診の希望調査を行っております。この調査をもとに案内通知や受診録等をお送りいたします。
　皆さんが、がん検診を定期的に受診することで、がんの早期発見・早期治療ができ、特定健診
を毎年受診することで、生活習慣病の予防や病気の重症化を予防し、健康を維持していく事がで
きます。
※特定健診については、柳津町国保加入の40歳～74歳のすべての方が町の健診の対象となります

ので、受診方法を集団健診・施設健診・人間ドックの中から選んで、必ずご記入ください。

特定健診はあなたの健康状態を知る第一歩です。

　特定健診は、『心筋梗塞・脳梗塞・腎不全』などの大きな病気の危険の有無を知る事ができる
検査項目となっており、単に異常の有る無しを確認するものではありません。その結果を見るこ
とで将来的に『心筋梗塞・脳梗塞・腎不全』などの大きな病気になる危険を予測する事ができる
のです。

　動脈硬化が原因となる『心筋梗塞や脳梗塞、腎不全』などの大きな病気は、高血圧・高血糖・
脂質異常の適切な治療を行い、さらに生活習慣を改善することで予防する事ができます。動脈硬
化があっても自覚症状はありませんので、毎年健診を受け、自分の身体の状態を確認していくこ
とが重要です。

肥満・高血圧・高血糖・脂質異常
の状態が続くと、自覚症状がない
まま動脈硬化は進行して行きます。

75～90％詰まった血管

心筋梗塞
脳梗塞・腎不全
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山 火 事 に 注 意
山火事は空気が乾燥し、草木が芽吹く前の春先に多く発生しています。
燃えてしまった森林を元の姿に戻すのは多くの時間が必要です。　　　
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振
込
、
宅
配
便
、

会
津
坂
下
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

宮 下 病 院 だ よ り

診療日記
～ピロリ菌について～

柳津町国保診療所
からのお知らせ

　「ピロリ菌」をご存知ですか？名前は聞いたこ
とがある、という人は多いかもしれません。ピロ
リ菌は胃の中に住みつく細菌です。ピロリ菌がい
ると、胃潰瘍や十二指腸潰瘍、胃がんになりやす
くなります。そのほかにも、悪性リンパ腫、特発
性血小板減少性紫斑病、慢性蕁麻疹などの病気の
原因となります。ピロリ菌の原因ははっきりとは
分かっていませんが、井戸水からの感染や、食べ
物の口移しでの感染などが考えられています。
　ピロリ菌がいるかどうかは、呼気テスト（息を
バッグに吹き込む検査）、採血、尿・便検査、胃
カメラなどで検査できます。ピロリ菌がいると分
かれば、飲み薬で治療できます。 3種類の飲み薬
を 1週間飲み続けます。ピロリ菌を除菌できたか
どうかは、 1、 2か月後に再び検査を行い判定し
ます。除菌の成功率は90%を超えています。
　ピロリ菌がいるのかどうか気になる方、お気軽
に当院までご相談ください。

　日頃は、多くの町民の皆様にご利用いただきありが
とうございます。私が当地へ赴任しまして、13年が終
わろうとしています。いざという時の安心のため、内
科、小児科にかかわらす、腰痛症、膝の痛みなど、何
でも対応します。眼科、耳鼻科の薬、足の裏のタコや
ウオノメもとります。もちろん必要な場合は大きな病
院に紹介します。診療時間内の往診も行います。レン
トゲン検査、心電図、腹部超音波検査、血液検査など
必要な検査もできます。他の病院に通院が大変な方
は、お薬手帳持参でお出でください。
　高血圧、糖尿病、脂質異常症、心臓病など慢性疾患
は運動と食事が大切です。お薬を勝手に止めないで続
けることも大切です。また、最近では認知症も多いの
でその治療、介護についてお悩みがあればご相談下さ
い。高齢な方のご自宅での「みとり」についても取り
組んでいます。
　毎月第 2・ 4水曜の午後は西山出張所の診療ですの
でご注意ください。皆さんの身近にあって職員一同で
きる限りお役に立ちたいとお待ちしています。

問　宮下病院　℡ 0241－52－2321 問　柳津町国保診療所　℡ 42－2334

内科　牧　 　匠
所長　平上 博資

火事・救急・救助は１１９　　問　会津坂下消防署柳津出張所　℡ 42－２１５０

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

よ
る
風
評
被
害
に
関
し
て
、
法
人
お
よ

び
個
人
事
業
主
が
被
っ
た
損
害
に
関
す

る
賠
償
の
仕
組
み
や
具
体
的
な
手
続
き

等
に
つ
い
て
、
東
京
電
力
に
よ
る
個
別

相
談
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
電
話
で
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

⃝

対
象

　
柳
津
町
で
事
業
を
行
う
観
光
業
、

商
工
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
農
林
業
等

の
事
業
者

⃝

日
時

　

4
月
19
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

⃝

場
所

　

柳
津
町
商
工
会
館

⃝

予
約
受
付
時
間

　

午
前
9
時
～
午
後
3
時
ま
で

　
（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
相
談
会
開
催

　

日
の
前
日
午
後
3
時
ま
で
）

※
事
前
予
約
が
な
い
場
合
は
、
相
談
窓

口
が
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
御
注
意

願
い
ま
す
。

問　
東
京
電
力
株
式
会
社

　
　

会
津
若
松
補
償
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

予
約
専
用
電
話
番
号

　
　

☎
０
２
４
２
―
２
４
―
０
７
１
０

風
評
被
害
に
関
す
る

損
害
賠
償
相
談
会

・枯れ草等のある場所では、たき火をしないこと。
・強風時及び乾燥時には、たき火、火入れをしないこと。
・たき火の場所を離れるときには、完全に消火すること。
・たばこの吸い殻は必ず消すとともに、投げ捨てはしないこと。
・時期に限らず火遊びをしないこと。

コ
ン
ビ
ニ
の
電
子
マ
ネ
ー
な
ど
に
よ
る

支
払
い
を
要
求
さ
れ
ま
す
。

　

要
求
に
応
じ
て
支
払
い
を
す
る
と
す

ぐ
に
「
別
な
サ
イ
ト
利
用
料
金
が
未
納

に
な
っ
て
い
た
」
と
次
々
に
架
空
の
料

金
等
を
請
求
さ
れ
ま
す
。

融
資
保
証
金
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

2
月
中
に
、
会
津
坂
下
警
察
署
管
内

に
お
い
て
、
融
資
名
目
に
保
証
金
を
要

求
さ
れ
、
約
1
7
0
万
円
を
だ
ま
し
取

ら
れ
る
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
、
事
業
所
に
融
資
名
目
の
フ
ァ
ッ

ク
ス
や
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
、
申
込
書
を

送
信
す
る
と
、
電
話
で
「
保
証
金
を
振

り
込
ん
で
ほ
し
い
」
と
要
求
さ
れ
、
そ

れ
に
応
じ
て
し
ま
い
お
金
を
だ
ま
し
取

ら
れ
た
と
い
う
も
の
で
す
。

　

今
後
も
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
を
悪

用
し
た
融
資
保
証
金
詐
欺
の
発
生
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問　
会
津
坂
下
警
察
署

　
　

☎
０
２
４
２
―
８
３
―
３
４
５
１

５
月
開
講
の
職
業
訓
練
及
び
見
学
会
の

ご
案
内

■
訓
練
生
募
集
‼

建
築
C
A
D
・
Ｎ
Ｃ
加
工
技
術
コ
ー
ス

（
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
）

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津

か
ら
の
お
知
ら
せ

⃝

募
集
期
間　
平
成
28
年

　

3
月
17
日
（
木
）
～
4
月
15
日
（
金
）

⃝
募
集
訓
練
科
名　
C
A
D
・
Ｎ
Ｃ
加

工
技
術
コ
ー
ス
（
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
科
）

⃝

募
集
定
員　
15
名

⃝

訓
練
期
間　
平
成
28
年

　

5
月
10
日
（
火
）
～
10
月
31
日
（
月
）

 

（
6
ヵ
月
間
）

⃝

対
象
者　
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職

登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、職
業
訓
練
の

受
講
が
望
ま
し
い
と
判
断
さ
れ
た
方

⃝

受
講
料　
無
料

　
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
か
か
り
ま
す
）

⃝

選
考
日　
平
成
28
年
4
月
19
日
（
火
）

■
施
設
見
学
会

　
（
職
業
訓
練
っ
て
、
な
に
・
・
・
？
）

⃝

開
催
日
時　

　

4
月
11
日
（
月
）、
4
月
25
日
（
月
）

　

各
日　

9
時
30
分
～
11
時
30
分

⃝

内
容

・
今
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
（
職
業
能
力
）

に
プ
ラ
ス
し
て
、
新
た
な
技
術
習
得
の

た
め
の
職
業
訓
練
に
つ
い
て
理
解
し
て

い
た
だ
く
説
明
会
で
す
。

　

訓
練
内
容
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
知

り
た
い
方
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
か
ら
参
加
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津　

訓
練
課

　
　

☎
０
２
４
２
―
２
６
―
０
５
２
０

　
　

℻
０
２
４
２
―
２
６
―
１
５
８
５

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用
総

合
職
試
験
（
院
卒
者
試
験
・
大
卒
程
度

試
験
）
及
び
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度

試
験
）
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⃝

総
合
職
試
験

　
（
院
卒
者
試
験
・
大
卒
程
度
試
験
）

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間
：

平
成
28
年
4
月
1
日（
金
）9
時
か
ら

4
月
11
日（
月
）〔
受
信
有
効
〕

・
第
1
次
試
験
日
：
5
月
22
日
（
日
）

⃝

一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間
：

平
成
28
年
4
月
8
日（
金
）9
時
か
ら

4
月
20
日（
水
）〔
受
信
有
効
〕

・
第
1
次
試
験
日
：
6
月
12
日
（
日
）

　

な
お
、
申
込
方
法
や
受
験
資
格
等
の

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
人
事
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
次
の
問
合
せ
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　
人
事
院
東
北
事
務
局　

　
　

第
二
課　

試
験
係

　
　

☎
０
２
２
―
２
２
１
―
２
０
２
２

　
　

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔http://w
w

w
.jinji.go.jp/

saiyo/saiyo.htm

〕

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

もし、山火事を起こしてしまった場合に
は・・・
はじめは火が小さくとも、山火事の火は
回りがはやく、いつのまにか火に囲まれ
て逃げられなくなってしまいます。
無理して自分だけで消そうとせず、119
番通報して安全な場所へ避難しましょう。

山火事を起こさないため、次のことに注意しましょう。



月 火 水 木 金 土 日
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2021 広報やないづ2016年 4 月

行事の予定
4

人の動き 3,645人（−7）／男1,785人（−4）／女1,860人（−3）／世帯数1,313戸（−4）
平成28年 3 月 1 日現在（前月比）住民基本台帳より

柳津町スポーツ
少年団結団式

（BG体）（10：00）

入所式（西保）（9：３0）
入所式（柳保）（10：３0）
スポーツ推進委
員定例会（BGミ
ーティングル
ーム）（18：３0）

町内小中学校入
学式、第 1 学期
始業式
春の全国交通安
全運動（～15日）

ライオンズクラ
ブ例会

西中交通安全教
室

春の防火パレー
ド・山火事防止
パレード

西小交通安全教
室

健幸クラブ
（西セ）（10：00）

柳中・西中合同
修 学旅 行（～15
日）

健幸クラブ
（銀）（10：00）
交通安全指導保育

（西保）（10：３0）
柳小交通安全教室
西中校外学習

（1・2年生）

交通安全指導保育
（柳保）（10：３0）
柳小 1 年生歓迎会
西小授業参観・
ＰＴＡ総会
鎮火祭

西 中 Ｐ Ｔ Ａ 総
会・保護者会

西中振替休業日 乳児健康相談
（銀）（1３：00）
柳津・西山保育
所幼年消防クラ
ブ結成式
西 小1年 生 を 迎
える会

ライオンズクラ
ブ例会

柳小授業参観・
ＰＴＡ総会

春季検閲式

健幸クラブ
（西セ）（10：00）

健幸クラブ
（銀）（10：00）
西小・中合同避
難訓練・山火事
防火パレード
柳中保護者会・Ｐ
ＴＡ総会・歓迎会

昭和の日
久保田三十三観
音まつり
良寛和尚供養祭

※放課後子ども教室　ジャンプやないづ　月・水　15：３0～　ふれ
〈省略〉　　　　　　　杉の子サークル　　木　　　1３：３0～　西セ
柳保……柳津保育所　 BG体……運動公園体育館　 町セ……町民センター
西保……西山保育所　 BGグ……運動公園グラウンド　 西セ……西山交流センター
銀………銀山荘　　　 柳中体……柳津中学校体育館　 さプ……さゆり運動公園プール
ふれ……ふれあい館　 西中体……西山中学校体育館

　平成2８年 2 月24日（水）山村公園「せいざん荘」において地域づく
り講演会が行われました。
　「西山地域における県道改良の今後について」と題し、会津若松建設

事務所道路課長の阿部弘明氏と宮下土木事務
所長の吉田伸明氏にご講演いただきました。
　今後の沿線地域の環境変化にどう対応してい
くか、地域振興をどのように進めていけばよいか
など、地域づくりを考える良い機会になりました。

寄
　
　
付

戸
籍
の
窓

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
2
月
分
・
敬
称
略
）

■
柳
津
町
へ

◎
一
般
寄
付

　

会
津
み
ど
り
農
業
協
同
組
合

 

代
表
理
事
組
合
長　

長
谷
川
正
市

　

有
限
会
社　

河
内
屋
商
店

 

代
表
取
締
役　

山
内　

拓
也

（
2
月
1
日
～
2
月
29
日
届
出・敬
称
略
）

■
お
誕
生

　

山　

内　

真ま　

唯ゆ　
（
砂
子
原 

諦
真
）

　

荒　

海　

諒あ
さ　

陽ひ　
（
桐
ケ
丘 

春
樹
）

　

若　

林　

志ゆ
き　

朋と　
（
藤　

俊
行
）

■
ご
逝
去

　

平　

出　
　
　

正　

92　
（
野
老
沢
）

　

田　

﨑　

勇　

喜　

72　
（
長　

倉
）

　

杉　

原　

ア
イ
コ　

85　
（
細　

越
）

　

山　

内　

ソ　

ノ　

91　
（
久
保
田
）

　

大　

竹　

キ
ミ
イ　

84　
（
桐
ケ
丘
）

　

天　

野　

フ
チ
エ　

88　
（
牧　

沢
）

　

飯　

塚　

ヨ
シ
コ　

97　
（
野
老
沢
）

■
ご
結
婚

　

長
谷
川　

好　

仁　
（
八
坂
野
）

　
（
岩
橋
）　

香
緒
莉　
（
喜
多
方
市
）

編
集
敬
白

今
月
の
表
紙

　

平
成
27
年
4
月
か
ら
広
報
を
担

当
し
て
早
1
年
が
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

4
月
か
ら
保
育
所
の
入
所
式
や

小
中
学
校
の
入
学
式
、
春
の
検
閲

な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
、
広
報
業
務
の
大
変
さ
を
身
を

も
っ
て
知
り
ま
し
た
。

　

取
材
で
は
、
花
火
大
会
や
冬
ま

つ
り
な
ど
主
要
な
イ
ベ
ン
ト
を
は

じ
め
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
初
め
て
参
加
す
る
行
事
も
あ

り
、
ま
た
地
区
の
行
事
や
取
組
み

を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、

貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。

　

取
材
を
通
し
て
「
人
と
の
つ
な

が
り
」
が
増
え
、
多
様
な
考
え
に

触
れ
る
こ
と
で
、
自
分
の
視
野
が

広
が
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
う
し
た
“
つ
な
が

り
”
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。�

（
は
が
）

　

今
月
号
の
表
紙
は
3
月
11
日

（
金
）
に
行
わ
れ
た
柳
津
中
学
校

の
卒
業
式
で
す
。
卒
業
生
の
3
年

間
の
思
い
や
先
生
方
・
在
校
生
へ

の
感
謝
が
つ
ま
っ
た
卒
業
式
に
と

て
も
感
動
し
ま
し
た
。

―柳津町は納税完納推進の町です―

今月の納期
納期限：５月２日（月）
軽自動車税　　全期　 　
固定資産税　　１期/全期
※口座振替納入の方は25日（月）が振替日になります。
※納期限を過ぎると延滞金が加算されます。

総務課税務班　☎４２-２１１３

休日当番医（変更になる場合があります）
３日
（日）

県立宮下病院
（三島町）

☎（0241）
52－2321

10日
（日）

平野医院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－2243

17日
（日）

柳津町国保診療所
（柳津町）

☎（0241）
42－2334

24日
（日）

荒井医院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－2224

29日
（金）

こばやしファミリークリニック
（会津美里町）

☎（0242）
55－0388

休日救急・夜間救急センター
坂下厚生総合病院
（会津坂下町）

☎（0242）
83－3511

４　月
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中学校卒業式

感
謝

繋
ぐ

仲
間

　
三
月
十
一
日
（
金
）、
町
内
の
中
学
校
で
卒
業
式
が

挙
行
さ
れ
、
三
十
二
名
の
生
徒
が
未
来
へ
の
希
望
を

胸
に
母
校
を
旅
立
ち
ま
し
た
。


